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もろもろ感じること…１２月
校 長 古 市 直 彦

新型コロナウイルスの感染は収まったようにも感じる

くらい、千葉県内では新規感染者がひと桁台の日が多く

なっていますが、さらに新型の変異株（オミクロン株）

の感染拡大も心配されています。インフルエンザの流行

も心配な季節でもありますので、気を緩めず、これまで

と同様、生徒の健康・安全を保持できるよう留意してい

きたいと思っています。

さて、令和３年の学校生活（後期前半の学校生活）も、

あと、２週間あまりとなりました。学校では、体育館裏

のイチョウが黄金色に紅葉しており、それは美しい状態

です。ですが、その葉が落ちて、隣の若松第二運動広場

（通称：海保グラウンド）を埋め尽くしている日もあり

ます。本校では、部活動等でお借りすることも多いので、

外清掃の生徒が清掃場所を拡大して対応を始めてくれて

います。今後は、朝の落ち葉掃きや、部活動の自主的な

活動としても取り組んでいけるといいのでは…と思って

います。

職員室前の装飾や掲示物も、すっかりクリスマスモー

ドに変わっています。図書室は、「読書祭り」の準備を

進める傍ら、図書委員の生徒が飾り付けをしてくれまし

た。昼休み等には、とても明るい雰囲気の中で読書活動

にいそしむ姿を見ることができています。装飾の詳細は、

本校ホームページ「校内雑景 令和３年度版」に掲載し

てございますので、よろしかったらご覧ください。

冬至も近づき、日没時刻が早くなってきました。部活

動終了後の下校時がどうしても暗くなってしまう時期で

す。１２月１０日（金）から１９日（日）までは、全国

で「冬の交通安全運動」が実施されています。学校でも、

十分注意するよう指導し、反射材のついたキーホルダー

類の装着やウインドブレーカーの着用を指導してまいり

ますが、ご家庭でもぜひ、ご検討ください。

６月２１日にお届けした「校報 若松中だより１６号」

で、下校中の本校生徒の善行を紹介させていただきまし

たが、先週も、「１１月中旬に、交通事故に遭った小学

生を、介抱し寄り添ってあげていた若中生がいたんです

黄金色に染まった体育館裏のイチョウ

イチョウ吹雪の中落ち葉掃きに格闘する生徒

飾り付けられた図書室の本



よ…」との情報もいただきました。「狭い路地で広がって歩いていて…」という声をいただくことも

ある本校生徒ですが、このようなお知らせをいただくことができるのは、本当に嬉しいです。

今、学校では…

１年生の校外学習について
年が明けた１月３１日（月）に予定している１年生

の校外学習は、昨年度に２年生が行った、幕張新都心

にある「カンドゥ－(Kandu)」での職業学習を中心

に実施する方向で計画しています。今年は、「カンド

ゥ－(Kandu)」がある「イオンモール幕張新都心」

内で班別行動もさせ、実際にそこで働いている方々と

触れ合う機会がもてないか…ということも検討してい

ます。当然、新型コロナウイルス感染の拡大状況を見

ながら…ということになりますが、ご理解・ご協力の程、よろしくお願い申しあげます。

昨年度の校外学習より

次年度の学級編制に向けて
１２月５日現在、１年生の生徒数（８組を除く）は合計２００名となっております。ま

た、新１年生の入学予定者数（８組を除く）は２４１名の見込みです。

どちらも、数名の変動で、学級数が大きく変わってくる状態です。

お仕事の都合などで転居の可能性がある方は、早めにお知らせいた

だければと思います。また、お近くに、中学生のお子様をおもちの

方が転入してきそうだ…等の情報もございましたら、お知らせいた

だけたらと思います。よろしくお願い致します。

校報「若松中だより 第５２号」をお届けします。ご意見やご感想を広く募集しております。

お気づきの点等ございましたら、下記までご連絡ください。

（ 千葉市立若松中学校 校長：古市 直彦 5０４３－２３２－６１２５ ）

学級専門委員会（１２月１日）全校専門委員会（１２月６日）
活動の中心が２年生になりましたが、生徒会活動は順調に進んでいます。１年生も自分の学年や

学級をより良いものに

するため、きちんと意

見を言えるようになり

ました。しっかりとバ

トンは受け継がれまし

た。 学級専門委員会 委員会毎の話し合い 全校専門委員会

３年生の推薦認定面接開始（１２月８日）
３年生の単願推薦・併願推薦希望者の面接を始めました。本番

の入試における面接の練習も兼ねています。緊張した表情で、面

接に臨んでいた３年生からは、自分の希望する進路の実現に向け

て一生懸命になっている真剣さを感じ、一層「応援したい」とい

う気持ちが高まりました。


